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(百万円未満切捨て)
1．2026年3月期の連結業績(2025年4月1日～2026年3月31日)
(1)連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期 174,531 10.9 14,713 35.5 14,920 34.5 10,459 29.1

2025年3月期 157,371 12.1 10,858 8.9 11,094 8.1 8,100 11.7
(注) 包括利益 2026年3月期 12,371百万円( 53.5％) 2025年3月期 8,061百万円( △0.7％)

1株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
1株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年3月期 193.71 － 11.9 12.6 8.4

2025年3月期 150.89 － 9.6 9.8 6.9
(参考) 持分法投資損益 2026年3月期 －百万円 2025年3月期 －百万円

(2)連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年3月期 121,180 92,629 75.5 1,693.76

2025年3月期 115,196 85,654 73.8 1,576.12
(参考) 自己資本 2026年3月期 91,476百万円 2025年3月期 85,046百万円

(3)連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年3月期 14,388 △5,129 △7,017 5,797

2025年3月期 △107 △2,304 △6,490 3,575

2．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年3月期 － 35.00 － 56.00 91.00 4,910 60.3 5.8

2026年3月期 － 45.00 － 72.00 117.00 6,319 60.4 7.2
2027年3月期(予想) － 58.00 － 59.00 117.00 70.2

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3．2027年3月期の連結業績予想（2026年4月1日～2027年3月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 84,000 △6.0 4,550 △42.4 4,700 △41.4 3,150 △39.5 58.34
通 期 175,000 0.3 13,000 △11.6 13,250 △11.2 9,000 △14.0 166.67



※ 注記事項

(1)期中における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 ―社 (社名)― 、除外 1社 (社名)京浜化工株式会社

(注)詳細は、添付資料17ページ「3.連結財務諸表及び主な注記 (5)連結財務諸表に関する注記事項(当連結会計年度
における連結範囲の重要な変更)」をご覧ください。

(2)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3)発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年3月期 54,168,053株 2025年3月期 54,168,053株

② 期末自己株式数 2026年3月期 159,809株 2025年3月期 208,723株

③ 期中平均株式数 2026年3月期 53,998,080株 2025年3月期 53,685,653株

(参考) 個別業績の概要
1．2026年3月期の個別業績（2025年4月1日～2026年3月31日）
(1)個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期 163,757 10.1 13,133 32.0 13,565 26.2 9,963 23.0

2025年3月期 148,769 12.2 9,948 9.0 10,750 11.8 8,099 20.6

1株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
1株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年3月期 184.51 －

2025年3月期 150.87 －

個別経営成績に関する注記

(2)個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年3月期 116,511 85,230 73.2 1,578.10

2025年3月期 110,824 79,459 71.7 1,472.59

(参考) 自己資本 2026年3月期 85,230百万円 2025年3月期 79,459百万円

＜個別業績の前期実績値との差異理由＞

当社グループはレイズネクスト株式会社を中心として事業を営んでいるため、個別業績の差異理由は連結業績の差異
理由とほぼ同一です。そのため、詳細については、添付資料「1．経営成績等の概況 （1）当期の経営成績の概況」
をご覧ください。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。
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1．経営成績等の概況

(1)当期の経営成績の概況

当連結会計年度のわが国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果に支えられ、景気は緩やかに回復しており

ます。一方で、中東情勢の影響や金融資本市場の変動、米国の通商政策をめぐる動向など、先行きについては不透明な

状況が継続しております。

当社グループを取り巻く事業環境につきましては、資源・エネルギー価格の変動やカーボンニュートラルに向けた投

資動向の不確実性には留意が必要であるものの、経済安全保障やBCP対策を背景とした国内製造設備の安定稼働ニーズは

底堅く、メンテナンス需要は引き続き堅調に推移しております。また、石油化学分野におけるプラント集約化に伴う新

たな需要や、半導体関連を中心とした高機能材料分野における設備需要の増加など、事業機会も見られております。

当社グループにおきましては、受注高は前期比で、エンジニアリング分野では減少となりましたが、堅調な需要を取

り込むことにより、メンテナンス分野、タンク分野で増加し、全体では増加しました。メンテナンス分野では定期修理

工事、タンク分野では保全工事の増加が主な要因となります。完成工事高は全分野において前期比で増加しました。メ

ンテナンス分野では定期修理工事、タンク分野では保全工事、エンジニアリング分野では大型工事の増加が主な要因と

なります。完成工事高増加に加え、工事遂行の効率化により個々の工事における収益性の改善も寄与し、完成工事総利

益および営業利益が増加しました。

当社グループの連結の業績としましては、受注高1,882億5百万円（前期比16.4％増）、完成工事高1,745億31百万円

（前期比10.9％増）、営業利益147億13百万円（前期比35.5％増）、経常利益149億20百万円（前期比34.5％増）、親会

社株主に帰属する当期純利益104億59百万円（前期比29.1％増）となりました。

当社単体の業績につきましては、受注高1,774億46百万円(前期比16.4％増)、完成工事高1,637億57百万円(前期比10.1

％増)となりました。また、営業利益131億33百万円（前期比32.0％増）、経常利益135億65百万円（前期比26.2％増）、

当期純利益99億63百万円（前期比23.0％増）となりました。

なお、当連結会計年度より、従来「メンテナンス」「エンジニアリング」に含めておりました「タンク」は、タンク

分野の重要性が増したため、独立して表示することとしました。この結果、前連結会計年度の受注高、完成工事高は変

更後の区分に基づき作成したものを記載しております。

受注高の工事種類別内訳
(単位：百万円)

受注高
前連結会計年度

（2025年3月期）

当連結会計年度

（2026年3月期）
前期比 増減率

メンテナンス 92,291 114,205 21,913 23.7%

タンク 24,558 32,327 7,768 31.6%

エンジニアリング 44,896 41,673 △3,223 △7.2%

エンジニアリング業 161,747 188,205 26,458 16.4%

完成工事高の工事種類別内訳
(単位：百万円)

完成工事高
前連結会計年度

（2025年3月期）

当連結会計年度

（2026年3月期）
前期比 増減率

メンテナンス 91,887 101,179 9,291 10.1%

タンク 23,300 28,061 4,761 20.4%

エンジニアリング 42,148 45,249 3,100 7.4%

エンジニアリング業 157,336 174,489 17,153 10.9%

その他事業 35 41 5 16.4%

合 計 157,371 174,531 17,159 10.9%

※その他事業は、人材派遣業および運送業等であります。
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(2)当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の資産合計は、1,211億80百万円で前連結会計年度末より、59億84百万円増加しました。これは、現

金及び預金が22億21百万円、建物及び構築物が21億81百万円、投資有価証券が16億94百万円それぞれ増加したこと等に

よるものであります。

当連結会計年度末の負債合計は、285億50百万円で前連結会計年度末より、9億90百万円減少しました。これは、流動

負債その他が17億67百万円、未成工事受入金が2億91百万円、賞与引当金が2億22百万円それぞれ増加したものの、短期

借入金が15億円減少したこと等によるものであります。

当連結会計年度末の純資産合計は、926億29百万円で前連結会計年度末より、69億74百万円増加しました。これは、利

益剰余金が50億7百万円、その他有価証券評価差額金が11億84百万円それぞれ増加したこと等によるものであります。



レイズネクスト株式会社(6379) 2026年3月期 決算短信

－4－

(3)当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ22億21百万円(前期比62.1％)

増加し、57億97百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、143億88百万円となり、前連結会計年度に比べ144億96百万円の増加になりま

した。主な収入は、税金等調整前当期純利益149億95百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、△51億29百万円となり、前連結会計年度に比べ28億25百万円の増加となりま

した。主な支出は、有形及び無形固定資産の取得による支出51億93百万円、主な収入は、有形及び無形固定資産の売却

による収入4百万円、投資有価証券の売却による収入2億34百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、△70億17百万円となり、前連結会計年度に比べ5億27百万円の減少となりまし

た。主な支出は、配当金の支払額54億51百万円、短期借入金減少額15億円によるものであります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

自己資本比率(%) 75.2 73.8 75.5

時価ベースの自己資本比率(%) 104.5 70.8 100.5

債務償還年数(年) 0.0 - 0.0

インタレスト・カバレッジ・レシオ(倍) 330.0 - 125.2

自己資本比率：自己資本/総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額/総資産

債務償還年数：有利子負債/キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー/利払い

※各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数(自己株式控除後)により算出しております。

※キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しており

ます。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象として

おります。また、利払いにつきましては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

※2025年3月期の債務償還年数およびインタレスト・カバレッジ・レシオについては、営業キャッシュ・フローがマ

イナスのため記載しておりません。
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(4)今後の見通し

次期（2027年3月期）につきましては、更なる賃上げやサービス価格の上昇などによるデフレ脱却が進み、景気が持ち

直していくことが期待されますが、反面、社会的課題である人手不足や物価高による実質賃金の抑制など景気の下振れ

要因もあり、引き続き不透明な状況が継続するものと考えております。

次期の連結業績予想につきましては、受注高1,670億円、完成工事高1,750億円、営業利益130億円、経常利益132億円、

親会社株主に帰属する当期純利益90億円を予想しております。

引き続き日常保全工事、定期修理工事、改修工事など従来のメンテナンス工事の受注拡大に加え、閉鎖製油所の将来

設備計画や検討段階からの積極的参入、建設工事までの対応や、一般化学、電子材料などの半導体に関わる高機能製品

製造プラント、太陽光発電を始めとしたカーボンニュートラル案件など、事業環境の変化に対応した取り組みによる新

規工事の受注確保に努めるとともに、2025年5月14日開示の「第3次中期経営計画の策定について」にて発表の通り、

「RAIZNEXT X CHALLENGE」をテーマとし、従来のやり方にとらわれず、あらゆる変革に挑戦する期間と位置付けて、目

標の達成を目指してまいります。
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(5)利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

（基本方針）

株主に対する利益配当に関しましては、これを経営の最重要課題と位置づけております。収益に即した継続的かつ安

定的な配当を実施することに留意し、2026年3月期配当実績117円を下限とし、連結配当性向60％と株主資本配当率

(DOE)7％のうちいずれか高い額を基準に配当を実施することといたします。また、配当の時期は中間および期末の年2

回を基本といたします。

（当期の配当について）

当期の期末配当につきましては、1株当たり72円の予定であり、中間にて実施した普通配当45円を加えた年間配当金は

117円の予定です。

（次期の配当について）

次期の配当につきましては、上記の配当方針に基づき、1株当たり中間配当58円、期末配当59円の年間117円を予想し

ております。

2．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性および企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務

諸表を作成する方針でおります。

なお、IFRSの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針でおります。
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3．連結財務諸表及び主な注記

(1)連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年3月31日)

当連結会計年度
(2026年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,575 5,797

受取手形、完成工事未収入金及び契約資産 80,979 79,502

電子記録債権 1,012 1,292

未成工事支出金 799 727

その他 947 978

流動資産合計 87,315 88,297

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 14,012 16,281

減価償却累計額 △6,568 △6,656

建物及び構築物（純額） 7,443 9,624

機械装置及び運搬具 5,198 5,511

減価償却累計額 △4,237 △4,220

機械装置及び運搬具（純額） 960 1,291

工具、器具及び備品 2,173 2,296

減価償却累計額 △1,480 △1,566

工具、器具及び備品（純額） 692 730

土地 8,806 8,806

リース資産 263 333

減価償却累計額 △158 △171

リース資産（純額） 105 161

建設仮勘定 471 1,499

有形固定資産合計 18,480 22,113

無形固定資産

その他 1,684 2,112

無形固定資産合計 1,684 2,112

投資その他の資産

投資有価証券 4,711 6,406

関係会社株式 736 736

長期前払費用 9 93

繰延税金資産 1,653 861

その他 775 608

貸倒引当金 △170 △50

投資その他の資産合計 7,716 8,656

固定資産合計 27,881 32,882

資産合計 115,196 121,180
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年3月31日)

当連結会計年度
(2026年3月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 14,083 13,459

電子記録債務 132 64

短期借入金 1,500 －

未払法人税等 2,460 2,140

未成工事受入金 611 903

工事損失引当金 656 366

完成工事補償引当金 168 143

賞与引当金 2,402 2,624

役員賞与引当金 34 27

株主優待引当金 － 43

その他 4,365 6,133

流動負債合計 26,414 25,906

固定負債

繰延税金負債 129 174

役員退職慰労引当金 1 1

退職給付に係る負債 2,817 2,233

その他 178 234

固定負債合計 3,127 2,643

負債合計 29,541 28,550

純資産の部

株主資本

資本金 2,754 2,754

資本剰余金 11,687 11,422

利益剰余金 68,007 73,015

自己株式 △434 △331

株主資本合計 82,015 86,860

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,721 2,906

繰延ヘッジ損益 15 7

為替換算調整勘定 158 85

退職給付に係る調整累計額 1,135 1,617

その他の包括利益累計額合計 3,031 4,616

非支配株主持分 608 1,152

純資産合計 85,654 92,629

負債純資産合計 115,196 121,180



レイズネクスト株式会社(6379) 2026年3月期 決算短信

－9－

(2)連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度
(自 2024年4月1日
至 2025年3月31日)

当連結会計年度
(自 2025年4月1日
至 2026年3月31日)

完成工事高 157,371 174,531

完成工事原価 138,445 150,042

完成工事総利益 18,926 24,488

販売費及び一般管理費 8,067 9,775

営業利益 10,858 14,713

営業外収益

受取利息 7 11

受取配当金 203 220

受取賃貸料 36 28

為替差益 3 26

その他 44 45

営業外収益合計 294 332

営業外費用

支払利息 29 114

貸倒引当金繰入額 1 －

その他 26 10

営業外費用合計 58 124

経常利益 11,094 14,920

特別利益

固定資産売却益 65 2

投資有価証券売却益 428 149

その他 － 1

特別利益合計 494 153

特別損失

固定資産売却損 9 2

固定資産除却損 93 72

その他 － 2

特別損失合計 103 78

税金等調整前当期純利益 11,485 14,995

法人税、住民税及び事業税 3,908 4,226

法人税等調整額 △579 24

法人税等合計 3,328 4,250

当期純利益 8,156 10,744

非支配株主に帰属する当期純利益 55 284

親会社株主に帰属する当期純利益 8,100 10,459
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度
(自 2024年4月1日
至 2025年3月31日)

当連結会計年度
(自 2025年4月1日
至 2026年3月31日)

当期純利益 8,156 10,744

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △190 1,184

繰延ヘッジ損益 12 △7

為替換算調整勘定 42 △29

退職給付に係る調整額 40 479

その他の包括利益合計 △95 1,626

包括利益 8,061 12,371

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 8,007 12,074

非支配株主に係る包括利益 54 296
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(3)連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年4月1日 至 2025年3月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,754 11,839 67,390 △1,833 80,151

当期変動額

剰余金の配当 △7,483 △7,483

親会社株主に帰属す

る当期純利益
8,100 8,100

自己株式の取得 △18 △18

自己株式の処分 △152 1,417 1,265

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
－

当期変動額合計 － △152 617 1,399 1,863

当期末残高 2,754 11,687 68,007 △434 82,015

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算調整勘

定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利

益累計額合計

当期首残高 1,910 3 116 1,094 3,124 847 84,123

当期変動額

剰余金の配当 － △7,483

親会社株主に帰属す

る当期純利益
－ 8,100

自己株式の取得 － △18

自己株式の処分 － 1,265

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
△188 12 42 40 △93 △239 △332

当期変動額合計 △188 12 42 40 △93 △239 1,531

当期末残高 1,721 15 158 1,135 3,031 608 85,654



レイズネクスト株式会社(6379) 2026年3月期 決算短信

－12－

当連結会計年度(自 2025年4月1日 至 2026年3月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,754 11,687 68,007 △434 82,015

当期変動額

剰余金の配当 △5,452 △5,452

親会社株主に帰属す

る当期純利益
10,459 10,459

自己株式の取得 △21 △21

自己株式の処分 △13 124 111

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
△251 △251

当期変動額合計 － △265 5,007 103 4,845

当期末残高 2,754 11,422 73,015 △331 86,860

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算調整勘

定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利

益累計額合計

当期首残高 1,721 15 158 1,135 3,031 608 85,654

当期変動額

剰余金の配当 － △68 △5,520

親会社株主に帰属す

る当期純利益
－ 10,459

自己株式の取得 － △21

自己株式の処分 － 111

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
1,184 △7 △73 481 1,585 612 1,946

当期変動額合計 1,184 △7 △73 481 1,585 544 6,975

当期末残高 2,906 7 85 1,617 4,616 1,152 92,629
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(4)連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度
(自 2024年4月1日
至 2025年3月31日)

当連結会計年度
(自 2025年4月1日
至 2026年3月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 11,485 14,995

減価償却費 1,226 1,762

のれん償却額 27 27

株式報酬費用 1,247 90

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 △119

未成工事受入金の増減額（△は減少） 341 292

工事損失引当金の増減額（△は減少） 75 △290

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △17 △25

賞与引当金の増減額（△は減少） 457 222

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 3 △6

株主優待引当金の増減額（△は減少） － 43

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △45 131

受取利息及び受取配当金 △210 △231

支払利息及び手形売却損 29 114

為替差損益（△は益） △3 0

固定資産売却損益（△は益） △56 0

投資有価証券売却損益（△は益） △428 △149

固定資産除却損 93 72

売上債権の増減額（△は増加） △12,945 1,173

未成工事支出金の増減額（△は増加） 262 72

仕入債務の増減額（△は減少） 31 △687

未払消費税等の増減額（△は減少） 857 △683

その他 444 2,182

小計 2,874 18,990

利息及び配当金の受取額 210 231

利息の支払額 △29 △114

法人税等の支払額 △3,162 △4,718

営業活動によるキャッシュ・フロー △107 14,388

投資活動によるキャッシュ・フロー

長期性預金の払戻による収入 46 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △3,453 △5,193

有形及び無形固定資産の売却による収入 686 4

投資有価証券の取得による支出 △0 △11

投資有価証券の売却による収入 695 234

その他 △277 △164

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,304 △5,129

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,500 △1,500

長期借入金の返済による支出 △0 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △7,650 △5,451

非支配株主への配当金の支払額 △293 △68

その他 △44 3

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,490 △7,017

現金及び現金同等物に係る換算差額 31 △19

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,870 2,221

現金及び現金同等物の期首残高 12,446 3,575

現金及び現金同等物の期末残高 3,575 5,797
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(5)連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

1 連結の範囲に関する事項

連結子会社数 7社

連結子会社の名称

レイズネクスト総合サービス株式会社

SMS株式会社

東海工機株式会社

レイズアクト株式会社

港南通商株式会社

鹿島エンジニアリング株式会社

PT. SHINKO PLANTECH

連結の範囲の変更

当社の連結子会社であるレイズアクト株式会社は、当連結会計年度に京浜化工株式会社を吸収合併しています。

これにより、京浜化工株式会社を当連結会計年度より連結の範囲から除外しています。

なお、本合併は当社の完全子会社同士の合併であるため、当社の連結業績へ与える影響は軽微です。

2 持分法の適用に関する事項

持分法を適用しない関連会社の名称等

関連会社数 4社

主要な会社等の名称

茨城日鉱建設株式会社

JX金属プラント佐賀関株式会社

株式会社双葉製作所

西海エンジニアリング・サービス株式会社

持分法を適用しない理由

持分法を適用しない関連会社はいずれも、それぞれ当期純利益(持分に見合う額)および利益剰余金(持分に見合う

額)等からみて、持分法の対象から除いても連結業績に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性がない

ため、持分法の適用から除外しています。

3 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社 PT. SHINKO PLANTECH の決算日は12月31日、レイズネクスト総合サービス株式会社、SMS株式会社、

東海工機株式会社、レイズアクト株式会社、港南通商株式会社および鹿島エンジニアリング株式会社の決算日は3月

31日であります。連結財務諸表の作成に当たってはそれぞれ同決算日現在の財務諸表を使用し、同決算日の翌日か

ら連結決算日3月31日までの期間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。
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4 会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準および評価方法

①有価証券

満期保有目的の債券

償却原価法(定額法)

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

期末日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定）

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法

②デリバティブ取引

時価法によっております。

③たな卸資産

未成工事支出金

個別法による原価法

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

①有形固定資産(リース資産を除く)

定率法を採用しております。ただし、建物(建物附属設備を除く)ならびに2016年4月1日以降に取得した建物附

属設備及び構築物については定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は次の通りであります。

建物及び構築物 2～55年

機械装置及び運搬具 2～12年

②無形固定資産(リース資産を除く)

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における見込利用可能期間(5年)に基づく定額法を採用してお

ります。

③リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(3) 重要な引当金の計上基準

①貸倒引当金

完成工事未収入金等債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念

債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

②工事損失引当金

受注工事に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末における未引渡工事のうち損失の発生が見込まれ、

かつ、その金額を合理的に見積もることができる工事について、損失見込額を計上しております。

③完成工事補償引当金

完成工事に係る瑕疵担保等の費用に備えるため、過年度の補償工事費の完成工事高に対する実績率による額の

他、補償工事費の発生が見込まれる特定工事について発生見込み額を計上しております。

④賞与引当金

従業員賞与の支給に充てるため、支給見込額のうち当連結会計年度に対応する額を計上しております。

⑤役員賞与引当金

連結子会社は、役員賞与の支給に充てるため、支給見込額のうち、当連結会計年度に対応する額を計上してお

ります。

⑥株主優待引当金

将来利用されることにより発生すると見込まれる額を株主優待引当金として計上しております。

⑦役員退職慰労引当金

連結子会社は、役員の退任時の慰労金支給に備えるため、内規に基づき、期末要支給額を計上しております。
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(4) 退職給付に係る会計処理の方法

①退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、

期間定額基準によっております。

②数理計算上の差異及び過去勤務費用の処理方法

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(5年)による定額法により費用処理

しております。

数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(1～11年)による定額法により

按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。

(5) 重要な収益及び費用の計上基準

顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容

①メンテナンス事業

当社および連結子会社では、メンテナンス事業において、プラントの日常保全工事および定期修理工事を提供

しております。

②タンク事業

当社および連結子会社では、タンク事業において、タンクの建設工事および改造・改修工事ならびに日常保全

工事を提供しております。

③エンジニアリング事業

当社および連結子会社では、エンジニアリング事業において、プラントの建設工事および改造・改修工事を提

供しております。

(6) 顧客との契約から生じる収益に関する履行義務を充足する通常の時点

①履行義務の充足に係る進捗度の合理的な見積りができる工事

一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の充足に係る進捗度に基づき収益を認識してお

ります。進捗度は、当連結会計年度末までの既発生原価累計額を工事完了までの見積総原価と比較することによ

り測定しております。(インプット法)

②履行義務の充足に係る進捗度の合理的な見積りができない工事

原価回収基準

③工事期間が短いメンテナンス工事

完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。

(7) ヘッジ会計の方法

①ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理によっております。

なお、振当処理の要件を満たしている為替予約については、振当処理によっております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段 為替予約

ヘッジ対象 外貨建予定取引

③ヘッジ方針

社内で規定されたデリバティブ取引に関する管理体制に基づき、外貨建予定取引の為替変動リスクをヘッジす

るために実施しております。

④ヘッジ有効性評価の方法

為替予約についてはヘッジ手段がヘッジ対象と同一通貨、同一期日であるため、ヘッジの有効性の評価を省略

しております。

(8) 外貨建資産・負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しており

ます。

なお、在外子会社等の資産および負債は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益および費用は期中

平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定および非支配株主持分に含めて

計上しております。

(9) のれんの償却方法及び期間

のれんの償却については、8年間の均等償却を行っております。
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(10) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金および容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクし

か負わない取得日から3ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなります。

(当連結会計年度における連結範囲の重要な変更)

当社の連結子会社であるレイズアクト株式会社は、当連結会計年度において京浜化工株式会社を吸収合併していま

す。これにより、京浜化工株式会社を当連結会計年度より連結の範囲から除外しています。

なお、本合併は当社の完全子会社同士の合併であるため、当社の連結業績へ与える影響は軽微です。

(連結損益計算書関係)

販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2024年4月1日
至 2025年3月31日)

当連結会計年度
(自 2025年4月1日
至 2026年3月31日)

役員賞与引当金繰入額 30百万円 22百万円

従業員給料手当 1,628百万円 1,750百万円

賞与引当金繰入額 442百万円 509百万円

株主優待引当金繰入額 －百万円 91百万円

退職給付費用 56百万円 68百万円

雑費 1,007百万円 1,295百万円

研究開発費 85百万円 172百万円

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。



レイズネクスト株式会社(6379) 2026年3月期 決算短信

－18－

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当連結グループは、報告セグメントがエンジニアリング業のみであり、当連結グループの業績における「その他」の

重要性が乏しいため、記載を省略しております。なお、「その他」は人材派遣業および運送業等であります。

【関連情報】

前連結会計年度(自 2024年4月1日 至 2025年3月31日)

1．製品及びサービスごとの情報

エンジニアリング業の売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

2．地域ごとの情報

(1)売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2)有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省略

しております。

3．主要な顧客ごとの情報

(単位：百万円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

ENEOS株式会社 66,882 エンジニアリング業

当連結会計年度(自 2025年4月1日 至 2026年3月31日)

1．製品及びサービスごとの情報

エンジニアリング業の売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

2．地域ごとの情報

(1)売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2)有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省略

しております。

3．主要な顧客ごとの情報

(単位：百万円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

ENEOS株式会社 65,985 エンジニアリング業

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2024年4月1日 至 2025年3月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2025年4月1日 至 2026年3月31日)

該当事項はありません。
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 2024年4月1日 至 2025年3月31日)

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

当連結会計年度(自 2025年4月1日 至 2026年3月31日)

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度(自 2024年4月1日 至 2025年3月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2025年4月1日 至 2026年3月31日)

該当事項はありません。

(1株当たり情報)

1株当たり純資産額および算定上の基礎ならびに1株当たり当期純利益および算定上の基礎は、以下のとおりであ

ります。

前連結会計年度
(2025年3月31日)

当連結会計年度
(2026年3月31日)

1株当たり純資産額 1,576円12銭 1株当たり純資産額 1,693円76銭

（算定上の基礎）

連結貸借対照表の純資産の部の合

計
85,654百万円

普通株式に係る純資産額 85,046百万円

差額の内訳

非支配株主持分 608百万円

普通株式の発行済株式数 54,168,053株

普通株式の自己株式数 208,723株

1株当たり純資産額の算定に用いられた

普通株式の数 53,959,330株

（算定上の基礎）

連結貸借対照表の純資産の部の合

計
92,629百万円

普通株式に係る純資産額 91,476百万円

差額の内訳

非支配株主持分 1,152百万円

普通株式の発行済株式数 54,168,053株

普通株式の自己株式数 159,809株

1株当たり純資産額の算定に用いられた

普通株式の数 54,008,244株

前連結会計年度
(自 2024年4月1日
至 2025年3月31日)

当連結会計年度
(自 2025年4月1日
至 2026年3月31日)

1株当たり当期純利益 150円89銭 1株当たり当期純利益 193円71銭

なお、潜在株式調整後1株当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後1株当たり当期純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（算定上の基礎）

連結損益計算書上の親会社株主に帰

属する当期純利益
8,100百万円

普通株式に係る親会社株主に

帰属する当期純利益
8,100百万円

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳

該当事項はありません。

普通株式の期中平均株式数 53,685,653株

（算定上の基礎）

連結損益計算書上の親会社株主に帰

属する当期純利益
10,459百万円

普通株式に係る親会社株主に

帰属する当期純利益
10,459百万円

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳

該当事項はありません。

普通株式の期中平均株式数 53,998,080株
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(企業結合等関係)

(共通支配下の取引等)

当社グループは、2025年4月1日付でレイズアクト株式会社を存続会社とする連結子会社間の吸収合併を行っており

ます。

1．取引の概要

(1)結合当事企業の名称及びその事業の内容

①結合企業（存続会社）

企業の名称：レイズアクト株式会社

事業の内容：メンテナンス業

②被結合企業（消滅会社）

企業の名称：京浜化工株式会社

事業の内容：メンテナンス業

(2)企業結合日

2025年4月1日

(3)企業結合の法的形式

レイズアクト株式会社を存続会社、京浜化工株式会社を消滅会社とする吸収合併

(4)結合後企業の名称

レイズアクト株式会社

(5)取引の目的

愛媛県・岡山県それぞれに事業を展開する両社の地域一体的なリソースを活用することで、工事遂行能力・営業

力の一層の強化を図ることを目的としております。

2．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」および「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」に基づき、

共通支配下の取引として処理しております。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。




